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現代の子どもたちは、これからの情報社会を生き抜き、有効的かつ正しい機器の活用能

力が求められている。特に、低学年における端末操作に関する課題を中心に目を向け、Ｉ

ＣＴ機器活用の障壁となり得る事象の解決に向けた研究を行うこととした。低学年の指導

では、キーボード入力を避ける現状に疑問を持ち、1 年次におけるログインや文字入力な

どの基本的な端末操作、自治体が導入している学習支援ツールの操作を習得することを目

指した。実践では、画面上のキーボードでのひらがな入力に取り組み、手書き入力と比べ

て、入力速度と成果物の評価の容易性の向上が実証できた。

教育現場では、教師の漠然とした不安感や作業効率面から低学年のＩＣＴ活用が避けら

れてるように感じるが、子どもたちはタブレットを使った学習への意欲や期待感をもって

いることも明らかになった。中学年、高学年の学習ツールではなく、１人１台端末に意味

をもたせるためにも、積極的な低学年の活用が、その後の有効的な活用に影響を与え、一

般的に障壁と考えられる課題を解決することが可能であると証明できたのではないかと考

える。


